


過去の経緯

平成27年8月5日
産経新聞

該落差工では、遊泳禁止とされているものの、夏場になると落差工
直下部で遊泳する子供達が見られ、過去に3度の水難事故が発生。
【H27.8.14 14時20分頃】中学1年生（13歳）がアユ取りで遊

泳中に溺れて意識不明。
【H14.8.19 14時40分頃】幼稚園児（6歳）が水遊び中に深み

にはまり死亡。
【H13.8.19 時間不明】保育園児（5歳）が溺れて死亡。

平成14年8月10日 毎日新聞

【過去の水難死亡事故】

【事故を受けて安全対策を強化】

夏季の巡視回数の追加

注意看板の増加 注意看板の増加

啓発チラシ
の配布

水難事故防止の注意喚起

野洲川落差工
←巡視員

対策年 事故をうけて行った対策

平成
14年

・立入防止柵設置
・落差工壁面及び魚道壁面に注意喚起標示
・注意喚起看板設置

平成
27年

・河川巡視による注意実施
・現地看板に事故発生状況を追記

平成
28年

・特別巡視を実施（以降，毎年継続）
・注意喚起看板の増設
・野洲川沿川各市の全保育園，幼稚園，

小学校及び中学校に落差工の危険性
を啓発

平成
29年

・注意喚起看板の表現を強化
・石部頭首工警報局のスピーカーを利用し，

落差工が立入禁止であることを放送
・野洲川沿川各市の小学校及び中学校に

啓発ポスターを夏休み前に配布



・啓発ポスター・チラシを野洲川沿川各市の教育機関
に配布。
また、巡視等により利用者に配布し周知をおこなう。

・落差工への侵入は軽犯罪法に違反することを示した看
板を設置（平成30年度）

【啓発チラシの配布】

【啓発ポスターの配布】

現地看板についても表現を強化
はいらないでください→立入禁止

【看板の文言強化】

ソフト対策

【軽犯罪法違反に関する看板】



落差工周辺の安全施設

石部頭首工警報局CCTV（落差工）

立入禁止範囲

目印ポール

目印ポール

目印ポール

目印ポール



【落差工の特別巡視】

H28年度、29年度、利用の多い夏休み期間に、平常時河川巡視
に加え落差工付近の特別巡視を実施。

・毎日4回（10時、13時、15時、17時）1回30分程度：巡視員1名

落差工の利用者数（Ｈ28・Ｈ29年度）

落差工利用者（Ｈ２８年度夏季）

大人 子供 大人 子供 大人 子供 大人 子供

７月１６日（土）～８月３１日（日） 6.00 23.00 46.00 108.00 79.00 8.00 477.00 123.00

16 日 （１日当たり平均） 0.38 1.44 2.88 6.75 4.94 0.50 29.81 7.69

８月１日（月）～８月１４日（日） 41 24 80 75 63 26 144 27

14 日 （１日当たり平均） 2.93 1.71 5.71 5.36 4.50 1.86 10.29 1.93

８月１５日（月）～８月３１日（水） 5 6 13 15 47 6 78 26

17 日 （１日当たり平均） 0.29 0.35 0.76 0.88 2.76 0.35 4.59 1.53

お盆

飛込 水泳 投網 釣り

落差工利用者（Ｈ２９年度夏季）

大人 子供 大人 子供 大人 子供 大人 子供

７月１５日（土）～７月３０日（日） 11 43 34 53 27 5 100 32

16 日 （１日当たり平均） 0.69 2.69 2.13 3.31 1.69 0.31 6.25 2.00

７月３１日（月）～８月１３日（日） 2 42 16 34 11 76 37 250

14 日 （１日当たり平均） 0.14 3.00 1.14 2.43 0.79 5.43 2.64 17.86

８月１５日（月）～８月３１日（水） 1 20 22 16 81 22 46 22

18 日 （１日当たり平均） 0.06 1.11 1.22 0.89 4.50 1.22 2.56 1.22

飛込 水泳 投網 釣り

お盆



【各項目別構成率図】

落差工の利用傾向（Ｈ２９年度）



H30年度についても特別巡視を7月20日から実施していますが、今年度は猛暑の影響も

あり落差工からの飛び込み、遊泳などの利用が多く巡視員の注意喚起を聞かない事案が
発生している事から、重点日を設定し琵琶湖河川事務所職員も加え巡視の強化に努めま
す。

Ｈ３０年度 落差工の特別巡視

【重点巡視】

【落差工からの飛び込み状況】

7月18日 7月18日

7月26日 8月5日 8月5日


